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１．高山清見道路、高山国府バイパスの事業概要 
（１）事業目的 

－ １ － 
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高山清見道路、高山国府バイパスは一体となって、飛騨地域北部における高速交通サービスの提供による周遊観光の更なる発展、高山市街地

の交通渋滞の緩和、高齢化社会の進展に伴う救急医療活動支援に資する事業です。 

一般国道１５８号中部縦貫自動車道は、長野県松本市を起点とし、岐阜県高山市の主要都市を経て、福井県福井市に至る延長約１６０ｋｍの高規

格幹線道路です。本事業の一般国道１５８号中部縦貫自動車道高山清見道路は、岐阜県高山市清見町夏厩から岐阜県高山市丹生川町坊方に至る

延長約２４．７ｋｍの道路です。  

一般国道４１号は、愛知県名古屋市を起点とし、愛知県犬山市、岐阜県高山市などの主要都市を経て、富山県富山市に至る延長約２５０kmの主

要幹線道路です。本事業の一般国道４１号高山国府バイパスは、岐阜県高山市冬頭町から岐阜県高山市国府町金桶に至る延長６．３kmのバイパス

です。 

高山清見道路と高山国府バイパスは、一体的に整備を推進することでより一層の効果発現が期待され、下記の３点を主な目的として事業を推進

しています。 

①高速アクセス性の向上（観光の周遊性向上）    ②交通渋滞の緩和    ③救急医療活動の支援 
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事業名 一般国道１５８号高山清見道路 一般国道４１号高山国府バイパス 

起終点 
起点 岐阜県高山市清見町夏厩 岐阜県高山市冬頭町 

終点 岐阜県高山市丹生川町坊方 岐阜県高山市国府町金桶 

延長 ２４．７ｋｍ ６．３ｋｍ 

道路規格 第１種第３級 
第３種第１級（起点～高山ＩＣ） 
第１種第３級（高山ＩＣ～終点） 

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ ８０ｋｍ／ｈ 

車線数 完成４車線 
４車線 （起点～高山ＩＣ） 
２車線 （高山ＩＣ～終点） 

都市計画決定 平成３年度 平成３年度 

事業化 平成４年度 
平成５年度（起点～高山ＩＣ） 
平成８年度（高山ＩＣ～終点） 

用地着手年度 平成６年度 平成９年度 

工事着手年度 平成８年度 平成１１年度 

前回の再評価 
平成２２年度 
（指摘事項なし：継続) 

平成２２年度 
（指摘事項なし：継続) 

全体事業費 ２，２０３億円 ４６５億円 

たかやまきよみ たかやまこくふ 

ぎふけんたかやまし 

にゅうかわちょうぼうかた ぎふけんたかやまし 

きよみちょうなつまや ぎふけんたかやまし ふゆとうまち 

ぎふけんたかやまし こくふちょうかねおけ 

（２）計画概要（高山清見道路、高山国府バイパス）        
標 準 断 面 図 

【土工部】 

起点～高山ＩＣ 
【土工部（４車線）】 

【土工部（２車線）】 
高山ＩＣ～終点 

■ 高山国府バイパス 

■ 高山清見道路 

－ ２ － 

１．高山清見道路、高山国府バイパスの事業概要 



－ ３ － 

２．費用対効果分析（費用便益比（Ｂ／Ｃ））（高山清見道路） 

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ 
事業費＋維持管理費 

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益 

■走行時間短縮便益：高山清見道路の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額 
■走行経費減少便益：高山清見道路の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備した場

合の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等） 
■交通事故減少便益：高山清見道路の整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、整備

した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、
交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額） 

■事業費 ：高山清見道路の整備に要する費用（工事費、用地費等） 
■維持管理費 ：高山清見道路を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等） 

便益 

費用 

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較 

◇前回再評価時 事業全体＝１．４ 残事業＝２．１ 

◇今回再評価時 事業全体＝１．４ 残事業＝１．２ 

【前回再評価時からの変更点】 

  １．Ｈ２５事業化済ネットワークに更新（Ｈ２２→Ｈ２５） 

  ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 

  ３．全線暫定供用を考慮 

○投資効率性の評価 

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝ 
２，３８６億円 ＋ ６０１億円  ＋ １０５億円 

２，１１６億円 ＋ １１７億円 
３，０９２億円 

＝ 

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝ ＝ ８３０億円 ＋ １８２億円  ＋ ３８億円 １，０５０億円 
８２２億円 ＋ ８１億円 

２，２３３億円 

９０３億円 

１．４ 

１．２ 

※１平成22年8月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することにとなっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来OD表に基づきB/Cを算出 

※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。 

※１ 

※１・２ 



－ ４ － 

３．前回評価時との比較表（高山清見道路） 

事  項 
前回評価 

（Ｈ２２再評価） 

今回評価 

（Ｈ２５再評価） 
備  考 

全体事業費 ２，２０３億円 ２，２０３億円 

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．４ １．４ 

事業全体 

総費用（Ｃ） １，９９４億円 ２，２３３億円 
・基準年次の変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 
・全線暫定供用に伴う維持管理費を考慮 

総便益（Ｂ） 
２，８３７億円 ３，０９２億円 

・基準年次の変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 
・全線暫定供用を考慮 
・Ｈ２５年度事業化済道路網 

費用対効果（Ｂ／Ｃ） ２．１ １．２ 

残事業 

総費用（Ｃ） ８２５億円 ９０３億円 
・基準年次の変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 
・全線暫定供用に伴う維持管理費を考慮 

総便益（Ｂ） 
１，７５６億円 １，０５０億円 

・基準年次の変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 
・全線暫定供用を考慮 
・Ｈ２５年度事業化済道路網 

事業を巡る社会情勢等

の変化 

高山市街への観光客数 

 Ｈ２１ 約２９９万人／年 

 （高山市観光統計より） 

高山市街への観光客数 

 Ｈ２４年 約２８４万人／年 

 （高山市観光統計より） 

上岡本町南交差点 

 Ｈ２２ＧＷ実測値 

 西向き渋滞長 ９００ｍ 

上岡本町南交差点 

 Ｈ２５ＧＷ実測値 

 西向き渋滞長 ９００ｍ 

事業の進捗状況 事業 ４３％ 

用地 ６７％ 

事業 ４４％ 

用地 ７９％ 



－ ５ － 

２．費用対効果分析（費用便益比（Ｂ／Ｃ））（高山国府バイパス） 

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ 
事業費＋維持管理費 

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益 

■走行時間短縮便益：高山国府バイパスの整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額 
■走行経費減少便益：高山国府バイパスの整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備した

場合の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等） 
■交通事故減少便益：高山国府バイパスの整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、

整備した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損
害額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額） 

■事業費 ：高山国府バイパスの整備に要する費用（工事費、用地費等） 
■維持管理費 ：高山国府バイパスを供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等） 

便益 

費用 

○投資効率性の評価 

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝ 
６９２億円 ＋ １３４億円  ＋ ３０億円 

５３４億円 ＋ ３３億円 
８５６億円 

＝ 

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝ ＝ １８６億円 ＋ １３億円  ＋ ４．２億円 ２０３億円 
２３億円 ＋ １０億円 

５６７億円 

３３億円 

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較 

◇前回再評価時 事業全体＝１．４ 残事業＝２．７ 

◇今回再評価時 事業全体＝１．５ 残事業＝６．３ 

【前回再評価時からの変更点】 

  １．Ｈ２５事業化済ネットワークに更新（Ｈ２２→Ｈ２５） 

  ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 

  ３．全線暫定供用を考慮 

１．５ 

６．３ 

※１平成22年8月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することにとなっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来OD表に基づきB/Cを算出 

※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。 

※１ 

※１・２ 



－ ６ － 

３．前回評価時との比較表（高山国府バイパス） 

事  項 
前回評価 

（Ｈ２２再評価） 

今回評価 

（Ｈ２５再評価） 
備  考 

全体事業費 ４６５億円 ４６５億円 
 

 

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．４ １．５ 

事業全体 

総費用（Ｃ） ５２５億円 ５６７億円 
・基準年次の変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 
・全線暫定供用に伴う維持管理費を考慮 

総便益（Ｂ） 
７２３億円 ８５６億円 

・基準年次の変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 
・全線暫定供用を考慮 
・Ｈ２５年度事業化済道路網 

費用対効果（Ｂ／Ｃ） ２．７ ６．３ 

残事業 

総費用（Ｃ） 
１５０億円 ３３億円 

・基準年次の変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 
・全線暫定供用に伴う維持管理費を考慮 

総便益（Ｂ） 
４００億円 ２０３億円 

・基準年次の変更（Ｈ２２→Ｈ２５） 
・全線暫定供用を考慮 
・Ｈ２５年度事業化済道路網 

事業を巡る社会情勢等

の変化 

下切町交差点 

 Ｈ２２ＧＷ実測値 

 南向き渋滞長４３０ｍ 

下切町交差点 

 Ｈ２５ＧＷ実測値 

 南向き渋滞長４００ｍ 

事業の進捗状況 事業 ７０％ 

用地 １００％ 

事業 ８７％ 

用地 １００％ 



内外
90%

内々
8%通過

2%
  

■高山ICからの60分到達圏 

－ ７ － 

４．評価の視点 

１）事業を巡る社会情勢等の変化 
■飛騨地域では、広域ネットワークが順次整備され、高山清見道路の休日交通量は増加しています。 
■高山清見道路は、高山市を発着する交通や高山市を通過する交通等、距離の長い交通が約９割を占めています。 
■飛騨地域は、全国有数の観光名所が点在しており、高山市東部等への広域ネットワークが不足しています。 
２）事業の投資効果 
■高山清見道路、高山国府バイパスの整備により、高山東部方面等へのアクセス性が向上し、観光の周遊性向上が期待されます。 

① 高速アクセス性の向上（観光の周遊性向上） 
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点 

２）事業の投資効果 １）事業を巡る社会情勢等の変化 

■飛騨地域の広域ネットワーク 

出典；H23岐阜県観光入込客統計調査、H23長野県観光地利用者統計調査 

    ；整備前（現況） 
    ；整備後（高山清見道路、高山国府ＢＰ整備） 

  主要観光施設（１０万人/年以上の施設） 
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高山市 松本市 

上高地(130万人) 

高山市街(225万人) 

白川郷(117万人) 

奥飛騨温泉郷(64万人) 

乗鞍高原(47万人) 

■高山清見道路の利用交通内訳 ■高山清見道路の休日交通量の推移 

出典；H16～H23トラカン交通量（観測地点_小鳥トンネル） 
   ※休日（土･日･祝)の乗用車交通量を対象 

出典；H17交通量推計 
※内々；高山市内 
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国道１５８号の利用交通（ＯＤ）内訳 

高山市街 

至 下呂市 

至 富山県 

至 

福
井
県 

４．評価の視点 

② 交通渋滞の緩和 

１）事業を巡る社会情勢等の変化 
■高山市街には、８箇所の主要渋滞箇所（上岡本町南、日赤北、国分寺東、冬頭町、上切町、下岡本町南、桐生町西、下切町）が存在しています。 
■特に観光期における渋滞は、顕著であり、高山ＩＣ付近では約７ｋｍ、国分寺東交差点では約２ｋｍの渋滞が発生しています。 
■渋滞の主な原因は、高山市街を経由して高山市東部へ通過する交通と地域内交通の混在等が挙げられます。 
２）事業の投資効果 
■高山清見道路、高山国府バイパスの整備により、交通分担されるとともに、高山市街の渋滞損失時間は約２割の削減が図られます。  

１）事業を巡る社会情勢等の変化 
■観光期における高山市街の渋滞状況 

２）事業の投資効果 

－ ８ － 

■高山清見道路、高山国府バイパス整備による交通流動変化 

■高山市街（旧高山市、旧国府町）の渋滞損失時間の変化 

出典；H23.10交通実態調査結果 
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出典；救急搬送人員；H19～H24高山市消防年報 
※（ ）は、65歳以上高齢者搬送割合 

高齢化率；H19～H24岐阜県推計人口（高山市）、 
H37･H47岐阜県将来構想研究会（高山市） 

 

４．評価の視点 

③ 救急医療活動の支援 

１）事業を巡る社会情勢等の変化 
■高山市では、高齢化社会の進展に伴い経年的に救急搬送人員が増加しており、今後も、高齢化の加速と救急搬送人員の増加が見込まれます。 
２）事業の投資効果 
■高山清見道路、高山国府バイパスの整備により、第三次救急医療施設（高山赤十字病院）への６０分圏域が拡大されます。 
■第二次救急医療施設（久美愛厚生病院）が、平成２４年５月に高山ＩＣ直近に移転し、高山清見道路を活用した効率的な救急搬送が実現しています。 
■丹生川ＩＣ（仮称）付近に位置する救急医療活動拠点機能等を有する「飛騨エアパーク」へのアクセス性が向上する他、災害時等において、多重性の

ある緊急輸送道路が構築されます。 

１）事業を巡る社会情勢等の変化 ２）事業の投資効果 

■高山市救急搬送人員 ■高山赤十字病院への６０分到達圏 

－ ９ － 

高山市 

緊急輸送道路が強化 

高山ＩＣ 
丹
生
川 

ＩＣ 
（
仮
称
） 
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バイパス 

出典；H42交通量推計より算出 
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【久美愛厚生病院が高山IC直近に移転】 

出典；久美愛厚生病院ヒアリング 
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■高山市の第一次緊急輸送道路網と「飛騨エアパーク」 
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・救急医療活動拠点 
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   ：整備後(高山清見道路、 
        高山国府BP整備) 高齢者の 

搬送人員は増加 



－１０ － 

４．評価の視点（高山清見道路） 
３）事業の進捗状況 
■事業進捗率は４４％、用地取得率は７９％に至っています。（平成２４年度末） 
■飛騨清見ＩＣ～高山西ＩＣ間（Ｌ＝８．７ｋｍ）は、平成１６年度に暫定２車線供用しています。 
■高山西ＩＣ～高山ＩＣ間（Ｌ＝６．５ｋｍ）は、平成１９年度に暫定２車線供用しています。 
■高山ＩＣ～丹生川ＩＣ（仮称）間（Ｌ＝９．５ｋｍ）は、一部地域で工事着手します。 
■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は４３％、用地取得率は６７％（平成２２年度末） 

■高山ＩＣ～丹生川ＩＣ間（Ｌ＝９．５ｋｍ）は、概ね１０年程度の完成（２／４）を目指します。 

（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点 



－ １１ － 

４．評価の視点（高山国府バイパス） 

（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点 

３）事業の進捗状況 
■事業進捗率は８７％、用地取得率は１００％に至っています。（平成２４年度末） 
■１工区（冬頭交差点～上切交差点間）（Ｌ＝１．０ｋｍ）は、平成１６年度に暫定供用（２／４）しています。 
■１工区（上切交差点～高山ＩＣ間）（Ｌ＝０．３ｋｍ）は、平成１９年度に暫定供用（２／４）しています。 
■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は７０％、用地取得率は１００％ 

■高山市冬頭町～高山市国府町金桶（Ｌ＝６．３ｋｍ）は平成２５年度の供用（２／４，２／２）を予定しています。 

■高山市冬頭町～高山市上切町（Ｌ＝２．１ｋｍ）は平成２８年度の供用（４／４）を予定しています。 



－ １２ － 

４．評価の視点（高山清見道路） 

５．県・政令市への意見聴取結果 

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

２）代替案立案等 
■高山清見道路は、高規格幹線道路である中部縦貫自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続な

どを勘案した路線計画となっており、高速アクセス性の向上（観光の周遊性向上）、交通渋滞の緩和、救急医療活動の支援など、期待される効果

が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。 

■岐阜県の意見 
 対応方針（原案）案のとおり、事業の継続について異存ありません。 

１）コスト縮減 
■ＩＣランプ橋の橋梁形式を見直し、約０．５億円のコスト縮減を図っています。  
■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。 

【見直し前】 【見直し後】 

断面図 断面図 

ＰＣ４径間連続
中空床版橋 

鋼３径間連続 
箱桁橋 



－ １３ － 

４．評価の視点（高山国府バイパス） 

５．県・政令市への意見聴取結果 

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

２）代替案立案等 
■高山国府バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、高速アクセス性の向上（観光の周遊

性向上）、交通渋滞の緩和、救急医療活動の支援など期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。 

■岐阜県の意見 
 対応方針（原案）案のとおり、事業の継続について異存ありません。 
 
 
 

１）コスト縮減 
■トンネル避難坑の覆工を省略することにより、約３億円のコスト縮減を図っています。  
■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。 

【見直し前】 【見直し後】 

避難坑の 
覆工 

避難坑の 
覆工の省略 



（２）事業の進捗の見込みの視点 

■高山清見道路 高山ＩＣ～丹生川ＩＣ間（Ｌ＝９．５ｋｍ）は、概ね１０年程度の完成（２／４）を目指します。 

■高山国府バイパス 高山市冬頭町～高山市国府町金桶（Ｌ＝６．３ｋｍ）は平成２５年度の供用（２／ ４，２／２ ）を予定しています。 
    高山市冬頭町～高山市上切町は（Ｌ＝２．１ｋｍ）平成２８年度の供用（４／４）を予定しています。 
（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

■技術の進展に伴う新工法等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進しています。 

■高山清見道路は、高規格幹線道路である中部縦貫自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続など
を勘案した路線計画となっており、高速アクセス性の向上（観光の周遊性向上）、交通渋滞の緩和、救急医療活動の支援など、期待される効果が大
きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。 

■高山国府バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、高速アクセス性の向上（観光の周遊性
向上）、交通渋滞の緩和、救急医療活動の支援など期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。 

－ １４ － 

６．対応方針（原案） 
平成２２年度の事業評価監視委員会から一定期間（３年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。 
（１）事業の必要性等に関する視点 

 １）事業を巡る社会情勢等の変化 
■高山清見道路は、休日交通量が経年的に増加傾向で主に距離の長い交通が利用。 
■高山市内に主要渋滞箇所が８箇所（上岡本町南、日赤北、国分寺東、冬頭町、上切町、下岡本町南、桐生町西、下切町）存在。 
■高齢化社会の進展に伴い、救急搬送人員が増加。 
 ２）事業の投資効果 
■高山市東部方面等へのアクセス性の向上による観光周遊性の向上。 
■適正な交通分担による交通渋滞の軽減。 
■第三次救急医療施設（高山赤十字病院）への６０分到達圏域の拡大。 
■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ 高山清見道路；１．４ 高山国府バイパス；１．５ 
 ３）事業の進捗状況 
■事業進捗率は  高山清見道路；４４％  高山国府バイパス；８７％（平成２４年度末） 
■用地取得率は  高山清見道路；７９％  高山国府バイパス；１００％（平成２４年度末）  

以上のことから、 
一般国道１５８号高山清見道路、一般国道４１号高山国府バイパスの事業を継続する。 
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